
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新
潟
教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟
理
事
長 

平
澤 

茂
則 

日 

時 
 

九
月
二
十
八
日
（
土
）
十
三
時
三
十
分
～
十
七
時 

会 

場 
 

本
願
寺
新
潟
別
院
（
参
加
者
百
三
十
七
名
） 

テ
ー
マ 

 

「
と
も
に
聞
き 

ま
こ
と
の
よ
ろ
こ
び
を
伝
え
よ
う
～
仏
教
壮
年
会
活
動
の
普
及
に
向
け
て
～
」 

講 

師 
 

仏
教
壮
年
会
連
盟
講
師
・
安
芸
教
区
妙
蓮
寺
住
職 

高
橋 

哲
了
さ
ん 

奈
良
教
区
光
明
寺
住
職 

三
浦 

明
利
さ
ん 

 

令
和
元
年
九
月
二
十
八
日
、
新
潟
別
院
を
会
場
に
、
標
記
の
大
会
（
第
一
連
区

で
三
年
に
一
回
開
催
）
と
第
一
連
区
で
毎
年
持
ち
回
り
の
「
仏
教
壮
年
会
セ
ミ
ナ

ー
」
を
併
せ
て
開
催
し
ま
し
た
。
本
来
は
別
の
大
会
で
す
が
、
東
日
本
の
各
所
か

ら
年
内
に
二
回
も
新
潟
教
区
に
お
い
で
い
た
だ
く
の
は
参
加
さ
れ
る
方
々
の
負

担
が
大
き
い
こ
と
を
考
慮
し
て
併
催
と
し
ま
し
た
。 

『
と
も
に
聞
き 

ま
こ
と
の
よ
ろ
こ
び
を
伝
え
よ
う
』
を
テ
ー
マ
に
北
海
道
・

東
北
・
東
京
・
長
野
・
国
府
教
区
か
ら
地
元
新
潟
教
区
の
遠
近
を
合
わ
せ
百
三
十

七
名
の
参
加
を
得
て
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

セ
ミ
ナ
ー
の
記
念
講
演
は
仏
壮
連
盟
講
師
の
髙
橋
哲
了
さ
ん
か
ら
『
仏
壮
活
動

の
普
及
に
向
け
て
』
の
テ
ー
マ
で
、
資
料
を
駆
使
し
た
内
容
の
厚
い
お
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
第
一
連
区
の
教
区
活
動
報
告
の
の
ち
休
憩
を
は
さ
み
、
後
半
の
東

日
本
仏
壮
大
会
と
し
て
、
三
浦
明
利
さ
ん
の
音
楽
法
話
『
い
の
ち
の
と
も
し
び
』

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
澄
ん
だ
歌
声
で
し
っ
と
り
と
軽
や
か
に
披
露
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
三
年
後
の
北
海
道
教
区
で
の
開
催
を
決
定
し
終
了
と
な
り
、
懇
親
会
は

長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
会
場
を
移
し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
大
会
の
余
韻
に
浸
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ご
協
力
・
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、
準
備
に
当
た
っ
て
い
た
だ
い
た
事
務
局

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

研
修
会
で
は
ご
講
師
の
岡
崎
秀
麿
さ
ん
か
ら
、
様
々
な
こ
と
に
関
心
を
も
つ

こ
と
の
必
要
性
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
、
班
別
話
し
合
い
で
参
加
者
そ

れ
ぞ
れ
が
関
心
を
持
つ
社
会
問
題
へ
の
思
い
を
聞
く
こ
と
で
、
新
た
な
視
野
に

気
づ
か
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
し
た
。 

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
「
三
〇
・
一
〇
（
サ
ン
マ
ル 

イ
チ
マ
ル
）
運
動
」
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
？ 

①
最
初
の
三
十
分
は
す
ぐ
に
席
を
立
た
ず
に
し
っ
か
り
と
料
理
を
食
べ
る 

②
最
後
の
十
分
で
、
自
席
に
戻
り
料
理
の
お
残
し
が
無
い
よ
う
に
食
べ
る 

と
、
宴
会
で
の
食
品
廃
棄
の
削
減
に
つ
な
が
る
運
動
を
今
回
の
懇
親
会
で
実
践

し
て
み
ま
し
た
。
や
は
り
、
参
加
者
に
も
認
知
度
が
ま
だ
低
か
っ
た
の
で
周
知

す
る
良
い
機
会
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
お
酒
で
気
分
が
良
く
な
っ
て
く
る
と
、

こ
の
こ
と
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
う
方
も
大
勢
・
・
・
。
や
は
り
、
こ
う
い

っ
た
運
動
は
継
続
が
重
要
と
な
る
の
で
す
ね
！ 

そ
し
て
、
懇
親
会
の
場
で
巻
組
ご
縁
づ
く
り
部
会
が
制
作
し
た
『
て
ら
ん
ぷ
』

を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
ご
家
庭
等
で
ご
縁
を
育
む
教
材
」
と
し
て
考
案

し
た
仏
教
ト
ラ
ン
プ
で
、【
漫
画
家 

鈴
木
い
こ
さ
ん
】
（
長
法
寺
若
坊
守
）
に 

 

 

僧
侶
・
門
徒
を
問
わ

ず
、
出
席
者
か
ら
は
住

職
・
僧
侶
の
現
状
に
つ
い

て
厳
し
い
意
見
が
出
る

な
ど
、
研
修
体
制
の
充

実
・
僧
侶
の
将
来
像
・
僧

侶
育
成
に
関
し
て
活
発

な
提
言
・
意
見
交
換
が
な

さ
れ
ま
し
た
。 

 

日 

時 
 

十
月
三
十
一
日
（
木
）
十
三
時
～
十
七
時 

会 

場 
 

岩
室
温
泉
「
ゆ
も
と
や
」（
参
加
者
九
十
七
名
） 

テ
ー
マ 

 

『
念
仏
者
の
生
き
方
と
社
会
問
題
』 

講 

師 
 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
上
級
研
究
員 

岡
崎 

秀
麿
さ
ん 

巻
組
西
念
寺
住
職 

鈴
木 

一
生 

 

日 

時 
 

九
月
六
日
（
金
）
十
三
時
～
十
六
時
三
十
分 

会 

場 
 

本
願
寺
新
潟
別
院
（
出
席
者
四
十
一
名
） 

あ
み
だ
様
や
し
ん
ら
ん
様
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て

も
ら
い
、
全
て
の
カ
ー
ド
が
絵
柄
の
珍
し
さ
・
優
し
い
イ

ラ
ス
ト
で
、
つ
い
つ
い
手
に
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
か
ら
仏

教
を
身
近
に
、
新
た
に
学
べ
る
ト
ラ
ン
プ
で
す
。
（
ご
希

望
の
方
は
西
念
寺
ま
で
。
一
個
１
，
０
０
０
円
） 

こ
の
よ
う
な
形
で
今
回
の
研
修
会
を
主
管
組
と
し
て

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

【
法
要
期
日
】 

二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
一
期 

三
月
二
十
九
日(

水)

～
四
月
三
日(

月) 
 

 

第
二
期 

四
月
十
日(

月)

～
四
月
十
五
日(

土) 
 

 
 

第
三
期 

四
月
二
十
四
日(

月)

～
四
月
二
十
九
日(

土) 

第
四
期 

五
月
六
日(

土)

～
五
月
十
一
日(

木) 

第
五
期 

五
月
十
六
日(

火)

～
五
月
二
十
一
日(

日) 

親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇
年 

立

教

開

宗
八
〇
〇
年 

慶
讃
法
要 

 

 

 

第
一
部
の
式
典
で
は
池
田
行
信
総
務
か
ら
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇
年
・
立
教

開
宗
八
〇
〇
年
に
つ
い
て
の
ご
消
息
披
露
と
伝
達
が
行
わ
れ
、
特
命
布
教
使
の
那

須
英
信
さ
ん
か
ら
ご
法
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

第
二
部
の
公
聴
会
で
は
①
『
「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
募
金
」
の
お
願

い
』
に
つ
い
て
支
援
先
や
集
ま
っ
た
金
額
、
②
『
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇
年
・

立
教
開
宗
八
〇
〇
年
慶
讃
法
要
の
意
義
』
に
つ
い
て
趣
意
書
策
定
の
経
緯
と
要

点
、
③
『
「
得
度
式
規
程
」「
教
師
規
程
」
「
布
教
使
課
程
設
置
規
程
」
の
制
定
』

に
つ
い
て
現
在
の
状
況
と
今
後
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
三
点
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。 

そ
の
後
『
賦
課
基
準
の
見
直
し
』
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
専
門
部
会

の
答
申
の
要
点
、
解
散
・
合
併
や
各
寺
院
間
に
お
け
る
不
公
平
感
に
か
か
る
護
持

口
数
の
変
更
案
の
説
明
、『
僧
侶
育
成
体
系
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
住
職
・
坊
守
）
』
に

つ
い
て
、
現
時
点
の
方
向
性
案
で
あ
る
住
職
の
研
修
の
あ
り
方
、
坊
守
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
に
つ
い
て
の
説
明
の
後
、
協
議
会
と
な
り
ま
し
た
。 
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法
話 

「
キ
ラ
キ
ラ
と
阿
弥
陀
様
」 

巻
組
一
心
寺
住
職 

田
子 

祐
子  

 

亡
き
父
の
跡
を
継
ぎ
、
慣
れ
な
い
仕
事
で
ス
ト
レ
ス
フ
ル
に
な
っ
て
い
た
私

を
救
っ
て
く
れ
た
の
は
、
新
潟
公
演
に
来
た
宝
塚
歌
劇
で
し
た
。
あ
れ
か
ら
宝

塚
は
私
に
、
努
力
の
大
切
さ
、
最
後
ま
で
諦
め
な
い
心
等
、
色
々
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。 

 

宝
塚
の
舞
台
は
、
台
詞
の
多
さ
、
立
ち
位
置
、
登
場
順
、
衣
装
の
派
手
さ
加

減
で
、
ど
の
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
が
ど
う
い
う
立
場
か
一
目
で
分
か
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
又
、
男
役
と
娘
役
の
扱
わ
れ
方
に
も
差
が
あ
り
ま
す
。
百
年
以
上
続
く

宝
塚
は
大
方
の
歴
史
あ
る
組
織
と
同
様
、
慣
習
と
い
う
鎖
に
縛
ら
れ
て
も
い
ま

す
。
で
す
が
観
て
い
る
と
中
に
は
、
舞
台
の
端
や
一
番
後
ろ
に
い
な
が
ら
も
、

キ
ラ
キ
ラ
オ
ー
ラ
が
出
て
い
る
様
な
、
目
を
引
く
人
が
い
る
の
で
す
。 

 

あ
る
男
役
の
方
が
「
大
事
な
の
は
役
の
大
き
さ
じ
ゃ
な
い
、
自
分
が
ど
れ
だ

け
そ
の
役
に
懸
け
る
か
だ
」
と
仰
っ
て
ま
し
た
。
目
か
ら
鱗
で
し
た
。
そ
の
人

は
、
厳
し
い
ス
タ
ー
の
序
列
の
世
界
に
生
き
て
い
な
が
ら
、
序
列
で
自
分
の
価

値
を
決
め
て
は
い
な
い
の
で
す
。
人
と
比
較
し
て
安
心
し
た
り
、
見
下
す
価
値

観
の
世
界
に
は
住
ん
で
い
な
い
の
で
す
。 

 

『
仏
説
阿
弥
陀
経
』
の
一
説
に
「
池
の
中
の
蓮
華
は
大
き
さ
車
輪
の
ご
と
し
。

青
色
に
は
青
光
、
黄
色
に
は
黄
光
、
赤
色
に
は
赤
光
、
白
色
に
は
白
光
あ
り
て
、

微
妙
香
潔
な
り
」
と
お
浄
土
の
様
子
が
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
な
の
で
す
、

そ
も
そ
も
各
々
が
異
な
る
の
で
す
。
そ
し
て
各
々
が
無
心
に
咲
い
て
い
ま
す
。

人
間
も
そ
う
で
す
。
「
脇
役
」
と
い
う
人
間
は
い
ま
せ
ん
。
本
当
は
「
主
役
す

ら
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
他
と
比
較
せ
ず
、
そ
の
時
の
自
分
を
尽

く
す
―
こ
れ
に
尽
き
る
の
だ
と
。 

巻
組
專
光
寺
住
職 

岡
本 

千
賀
子 

に
ち
じ
て
い
ま 

時
差
が
マ
イ
ナ
ス
六
時
間
、
フ
ラ
イ
ト
時
間
が
十
時
間
の
ア
メ
リ
カ

は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
行
く
ま
で
不
安
だ
ら

け
の
私
で
あ
っ
た
。
四
年
ご
と
に
、
北
米
・
南
米
・
カ
ナ
ダ
・
ハ
ワ
イ

で
開
催
さ
れ
る
世
界
仏
婦
大
会
に
参
加
す
る
の
は
長
年
の
夢
と
憧
れ
だ

し
、
年
齢
的
に
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
た
。 

予
想
通
り
ハ
プ
ニ
ン
グ
続
出
の
珍
道
中
で
、
周
り
の
皆
さ
ん
に
助
け 

 

 

ひ
た
む
き
な
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
の
姿
を
通
し
て
、

阿
弥
陀
様
か
ら
ま
た
一
つ
、
大
切
な
事
を
教
わ
り
ま

し
た
。 

 

ら
れ
無
事
に
帰
国
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
さ
に
大
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る
リ

ブ
ザ
念
仏
（
お
念
仏
に
生
か
さ
れ
て
）

の
心
境
で
あ
っ
た
。 

見
る
と
聞
く
と
で
は
大
違
い
、
今
回

の
体
験
は
一
生
の
宝
で
あ
る
。
特
に
、

言
語
・
風
土
・
習
慣
の
違
う
土
地
で
努

力
し
、
国
境
・
民
族
・
言
語
の
壁
を
超

え
て
た
く
ま
し
く
生
き
る
日
系
人
の

人
達
の
素
晴
ら
し
さ
！ 

そ
の
日
系
人
も
四
世
の
時
代
で
あ

る
。
私
の
英
語
も
ほ
と
ん
ど
通
じ
な
か

っ
た
が
「
日
本
人
の
会
話
は
謝
罪
で
始

ま
る
が
ア
メ
リ
カ
人
は
ジ
ョ
ー
ク
で

始
ま
る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
陽
気
で

大
ら
か
。
ま
た
同
時
に
母
国
日
本
の
良

さ
を
認
識
す
る
旅
で
も
あ
っ
た
。 

日 

時 
 

八
月
三
十
日
（
金
）
～
九
月
五
日
（
木
） 

会 

場 
 

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
マ
リ
オ
ッ
ト
・
マ
ー
キ
ー
ス
（
教
区
内
参
加
者
七
名
） 

テ
ー
マ 

 

『
お
念
仏
に
生
か
さ
れ
て 

「L
iv

e 
T

h
e
 

N
em

b
u
tsu

」』 

み
み
ょ
う
こ
う
け
つ 
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令
和
元
年
台
風
十
九
号 

被
害
報
告 

台
風
十
九
号
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も

に
、
新
潟
教
区
内
の
被
害
状
況
を
報
告
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
他
教
区
の
被
害
状
況
に
つ
い
て

は
本
願
寺
Ｈ
Ｐ
（h

ttp
://w

w
w

.h
o
n
g
w

an
ji.o

r.jp
/

）
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 〇
寺
院
被
害 

三
ヵ
寺
（
十
月
二
十
九
日
現
在
） 

 

与
板
組
常
禅
寺 

 

強
風
・
豪
雨
に
よ
る
庫
裏
雨
漏
り
。 

 

与
板
組
隆
泉
寺 

 

強
風
・
豪
雨
に
よ
る
本
堂
雨
漏
り
。 

 

新
潟
組
圓
満
寺 

 

強
風
・
豪
雨
に
よ
る
庫
裏
雨
漏
り
。 

 〇
門
信
徒
被
害 

五
ヵ
寺
（
十
月
二
十
九
日
現
在
） 

 

長
岡
組
徳
宗
寺 

 
 

十
三
件 

床
上
浸
水
二
件
・
床
下
浸
水
十
一
件 

 

長
岡
組
渡
里
町
西
福
寺 

 

七
件 

床
下
浸
水
七
件
・
そ
の
他
農
地
等
に
も
浸
水
被
害 

 

長
岡
組
西
入
寺 

 
 

 
 

一
件 

床
下
浸
水
一
件 

 

長
岡
組
西
楽
寺 

 
 

 
 

一
件 

床
下
浸
水
一
件 

 

元
上
組
光
徳
寺 

 
 

 
 

一
件 

床
上
浸
水
一
件
・
自
家
用
車
水
没 

こ
の
災
害
に
対
し
て 

山
口
教
区
教
務
所(

災
害
対
策
委
員
会)

様 

備
後
教
区
教
務
所(

災
害
対
策
委
員
会)

様 

か
ら
お
見
舞
金
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

今
後
の
予
定
（会
場
記
載
が
な
い
も
の
は
新
潟
別
院
で
行
い
ま
す
） 

・
新
潟
別
院
除
夜
会
・
元
旦
会 

日 

時 
 

令
和
元
年
十
二
月
三
十
一
日
（
火
）
二
十
三
時
～
除
夜
会 

令
和
二
年
一
月
一
日
（
水
）
七
時
～
元
旦
会 

 

・
真
宗
教
団
連
合
新
潟
県
支
部
寺
院
研
修
会 

日 

時 
 

一
月
二
十
一
日
（
火
）
十
四
時
～
十
六
時
三
十
分 

会 

場 
 

セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
飛
燕 

テ
ー
マ 

 

「
私
は
新
宗
教
で
浄
土
真
宗
に
出
遇
っ
た
」 

講 

師 
 

瓜
生 

崇
さ
ん
（
真
宗
大
谷
派
・
玄
照
寺
住
職
） 

・
連
研
履
修
者
研
修
会 

日 

時 
 

二
月
二
十
四
日
（
月
） 

講
師
・
テ
ー
マ
と
も
に
未
定 

・
真
宗
教
団
連
合
公
開
講
演
会 

日 

時 
 

三
月
十
二
日
（
木
） 

会
場
・
テ
ー
マ
・
講
師
と
も
に
未
定 

 
 

父
で
あ
る
前
住
職
か
ら
住
職
の
職
を
引
き
継
い
で
丸
六
年
。
私
で
第
二
十
七
代

目
と
な
り
ま
す
。 

 

寺
伝
で
は
、
九
一
四
年
に
は
蒲
原
津
に
弘
法
大
師
創
立
の
放
光
院
愛
宕
権
現
が

あ
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
一
二
〇
二
年
に
印
信
法
印
が
京
都
西
山
よ
り
別
当
と
し
て

来
住
。 

 

一
二
一
二
年
、
親
鸞
聖
人
が
越
後
ご
流
罪
の
折
一
夜
の
宿
を
請
わ
れ
、
そ
の
夜

住
職
印
信
と
法
論
の
末
、「
浄
土
の
教
え
が
真
言
の
教
え
よ
り
も
優
れ
て
い
れ
ば
竹

杖
よ
り
逆
竹
が
生
ず
」
と
言
い
残
し
竹
杖
を
地
に
刺
し
て
去
ら
れ
ま
す
。
後
日
竹

杖
よ
り
逆
竹
が
生
じ
、
印
信
は
常
念
坊
法
爾
と
改
名
し
、
放
光
院
を
「
鳥
屋
野
院
」

と
改
め
て
聖
人
の
お
弟
子
と
な
り
ま
し
た
。 

一
二
二
一
年
、
順
徳
天
皇
は
北
狩
の
折
に
当
寺
に
御
幸
さ
れ
、
法
爾
の
弥
陀
の

本
願
報
土
往
生
の
法
話
に
涙
あ
そ
ば
れ
一
夜
を
明
か
し
、
御
念
持
仏
の
阿
弥
陀
如 

編 

集
／
浄
土
真
宗
本
願
寺
派 

「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
新
潟
教
区
委
員
会 

広
報
部
会 

〒
九
四
〇
―
二
四
〇
二 
新
潟
県
長
岡
市
与
板
町
与
板
乙
四
三
五
六 

本
願
寺
新
潟
別
院
内 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
二
五
八-

七
二-

二
一
二
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
二
五
八-

七
二-

二
五
三
六 

新
潟
組 

浄
光
寺 

 

住
所 

新
潟
市
中
央
区
西
堀
通
一
〇
―
一
六
一
八 

電
話 

〇
二
五
―
二
二
九
―
〇
六
二
九 

 
   

ラ
ジ
オ
法
話 

 
 

新
潟
教
区
布
教
団
に
よ
る 

ラ
ジ
オ
法
話 

Ｆ
Ｍ
な
が
お
か 

八
〇
．
七 

 

毎
週
月
曜
～
金
曜 

 

十
六
時
十
五
分
よ
り
放
送
中
で
す
。 

（
放
送
地
域
は
長
岡
市
全
域
、
小
千
谷
市
、
小
国
、
川
口
、
山
古
志
、
出
雲
崎
、
見
附
） 

 
来
尊
像
を
御
寄
進
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
勅
命
を
下

さ
れ
、
寺
号
を
「
金
波
山
鳥
屋
野
院
浄
光
寺
」
と
し
て

勅
願
所
と
な
り
ま
し
た
。 

 

一
四
四
九
年
に
は
蓮
如
上
人
が
御
開
祖
の
御
跡
を
慕

い
御
下
向
さ
れ
、「
は
る
ば
る
と
越
路
に
祖
師
の
跡
と
へ

ば
涙
に
染
む
る
紫
の
竹
」
の
御
歌
を
残
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
以
降
歴
代
門
主
の
御
下
向
が
続
き
ま
し
た
。 

 

一
六
七
一
年
、
度
々
の
水
害
の
為
、
鳥
屋
野
に
堂
宇

を
残
し
（
現
西
方
寺
）
現
在
地
へ
移
転
。
そ
の
後
幾
度

も
火
災
で
本
堂
を
焼
失
し
、
現
在
の
本
堂
は
一
九
三
九

年
（
昭
和
十
二
年
）
に
建
て
ら
れ
、
平
成
六
年
か
ら
九

年
に
か
け
て
大
改
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
  


